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統一地方選挙、
組織外候補予定者推薦などを決定、第２中
決算労使協議会
第46回中央労働学校 分会トピックス（柏原・桧原・自動車事務）

1面 2面

1面 2面

1面 2面

第63回家族会定期大会

佐々木とおるヒストリーVol.1

統
一
地
方
選
挙
、
組
織
外

統
一
地
方
選
挙
、
組
織
外

候
補
予
定
者
推
薦
な
ど
を
決
定

候
補
予
定
者
推
薦
な
ど
を
決
定

組
合
活
動
に
役
立
つ
多
く
の
知
識
を
習
得

組
合
活
動
に
役
立
つ
多
く
の
知
識
を
習
得

第
２
回
中
央
委
員
会

第
２
回
中
央
委
員
会
■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
1111
月月
2525
日（
金
）

日（
金
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

■
場
　
所
：
組
合
本
部

11
月
25
日
、
組
合
本
部
で
、

第
２
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し

た
。
報
告
事
項
の
会
務
報
告
で

は
上
部
団
体
関
係
13
件
、
外
部

団
体
関
係
17
件
、
対
内
関
係
10

件
、
そ
の
他
３
件
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
第
26
回
参

議
院
議
員
闘
争
総
括
の
件
、
第

20
回
統
一
地
方
自
治
体
選
挙

「
組
織
外
候
補
予
定
者
推
薦（
第

１
次
県
議
会
）」
の
件
な
ど
す

べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
満

場
一
致
で
決
定
し
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は
「
か
べ

新
聞
第
２
号
」参
照（
分
会
掲

示
板
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の

西
鉄
労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

11
月
25
日
（
金
）、
西
鉄
労

働
会
館
に
て
「
第
２
回
ユ
ニ
オ

ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
中

央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
が
参

加
し
た
。
株
式
会
社
Ｆ
Ｐ
ユ
ニ

オ
ン
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
・
植
田
一
樹
氏

に
よ
る
「
組
合
員
の
財
布
を
守

る
！
マ
イ
カ
ー
共
済
の
見
直
し

で
家
計
負
担
を
減
ら
す
５
つ

の
秘
策
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
家
計
負
担
を
減
ら
す
た
め

①
団
体
割
引
を
フ
ル
に
活
用
し

て
い
る
か
？
／
②
運
転
す
る
人

の
年
齢
条
件
は
適
切
？
／
③
運

転
す
る
人
は
誰
？
／
④
ど
ん
な

車
に
乗
っ
て
い
る
？
／
⑤
補
償

内
容
は
適
切
に
備
え
ら
れ
て
い

る
？
以
上
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
一
般

の
損
害
保
険
と
マ
イ
カ
ー
共
済

を
比
較
し
、
物
価
上
昇
で
家
計

の
負
担
が
増
す
中
、
可
処
分
所

得
向
上
の
た
め
に
も
見
直
す
必

要
性
を
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
可
処
分
所

得
向
上
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は

な
く
、
補
償
の
内
容
、
人
身
傷

害
補
償
・
搭
乗
者
傷
害
補
償
の

違
い
も
よ
く
わ
か
り
、
組
合
員

さ
ん
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン

ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル

■■
開
催
日
：

開
催
日
：
1111
月月
2525
日（
金
）

日（
金
）

■
場
　
所
：
西
鉄
労
働
会
館

■
場
　
所
：
西
鉄
労
働
会
館

第２回第２回

労
働
学
校
に
参
加
し
て

ま
ず
第
1
講
座
は
、「
私
鉄
産
別

運
動
の
強
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
産

別
運
動
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
産

別
運
動
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
現

在
の
制
度
や
条
件
が
当
た
り
前
の
も

の
で
は
な
く
、
先
人
の
方
々
が
会
社

と
の
闘
争
で
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
立

に
向
け
て
」
と
題
さ
れ
た
第
２
講
座

で
は
、
状
況
が
刻
々
と
変
化
す
る
中

で
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
交

通
運
輸
産
業
で
す
が
、
公
共
交
通
を

残
し
て
い
く
た
め
に
、
形
を
変
え
、

い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
を
試
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

２
日
目
の
第
3
講
座
で
は
、
辻
元

清
美
参
議
院
議
員
の
秘
書
で
あ
る
長

谷
川
哲
也
氏
が
講
師
に
立
ち
、
政
治

活
動
に
つ
い
て
講
演
。
辻
元
議
員
の

選
挙
の
裏
話
や
、
噂
の
真
相
な
ど
興

味
深
い
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
公
共
交
通
を
支
援
す
る

議
員
を
国
会
に
送
り
出
す
意
義
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

第
４
講
座
の
「
就
業
規
則
・
労
働

協
約
で
の
労
働
基
準
法
の
基
礎
知

識
」
で
は
、
労
働
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
な
か
で
も
、「
36
協
定
は

結
ぶ
必
要
が
な
い
も
の
、
36
協
定
の

使
い
方
を
考
え
ろ
」
と
い
う
内
容
は

今
ま
で
自
分
の
頭
に
は
な
く
、
と
て

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３
日
目
の
第
５
講
座
で
は
、
財
務

諸
表
の
見
方
を
学
び
ま
し
た
。
２
時

間
半
の
講
義
だ
け
で
は
と
て
も
覚
え

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
３
日
間
の
講
義
を
終
え
て
、

組
合
員
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
、

安
全
に
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
労
働
組
合
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

分
会
ご
と
に
し
っ
か
り
と
団
結
し
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
労

働
運
動
が
展
開
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。私

鉄
総
連
は
、
結
成
当
初
か
ら
約

十
万
人
が
参
加
す
る
全
国
的
組
織
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
組
織
動
揺

や
分
裂
も
な
く
今
日
ま
で
活
動
を
続

け
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
驚
き
と
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。
講
義
を
通
し

て
、
先
達
の
交
通
労
働
者
の
社
会
的

地
位
と
生
活
の
向
上
を
目
指
す
熱
い

情
熱
、
不
断
の
努
力
を
知
り
、
頭
の

下
が
る
思
い
で
す
。
私
は
、
そ
の
理

想
と
情
熱
を
受
け
継
ぐ
者
と
い
う
自

分
の
立
場
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、

日
々
勉
強
を
欠
か
さ
ず
、
現
場
の
声

を
大
切
に
し
、
真
摯
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

今
回
受
講
し
た
講
座
は
、
活
動
に

お
い
て
活
か
す
べ
き
内
容
ば
か
り

で
、
会
社
決
算
の
数
字
か
ら
見
え
る

意
図
の
分
析
、
労
働
者
側
の
権
利
、

政
治
に
参
加
す
る
意
味
等
、
自
分
で

理
解
し
て
い
た
つ
も
り
で
も
、
改
め

て
学
び
直
す
良
い
機
会
で
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
分
散
会

は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
他
の
組
合
の

方
々
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

熱
い
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。変
わ
り
ゆ
く
生
活
様
式
に
沿
い
、

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
な
ど
の
施
策
が
模
索
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生
活

と
雇
用
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

今
回
学
ん
だ
知
識
を
今
後
の
組
合
活

動
に
活
か
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
を

第
一
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

今後の活動を
考える

良い機会に

貝塚分会長
橋本大悟

「私鉄産別
運動の強化」に
深く感銘

土井分会長
藤井邦彦

ワークショップで
他労組と交流、
熱い思いを知る

国物東日本分会長
有永良太

私
鉄
総
連
は
、11
月
９
日（
水
）

～
11
日
（
金
）、
静
岡
県
伊
東

市
で「
第
46
回
中
央
労
働
学
校
」

を
開
催
し
、
全
国
か
ら
38
単
組

86
名
が
受
講
。
西
鉄
労
組
か
ら

は
、
藤
井
分
会
長
（
土
井
）・

橋
本
分
会
長
（
貝
塚
）・
有
永

分
会
長
（
国
物
東
日
本
）
の
３

名
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は
、

３
日
間
に
５
つ
の
講
座
を
受
講

し
、
今
後
の
組
合
活
動
に
役
立

つ
貴
重
な
知
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
他
労
組
の
参
加
者
と
意

見
交
換
を
お
こ
な
い
交
流
を
深

め
た
。

◆
第
１
講
座

「
私
鉄
産
別
運
動
の
強
化
」

私
鉄
総
連
労
働
学
校
長　

小
松 

俊
裕
氏

◆
第
２
講
座

「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

確
立
に
向
け
て
」

交
運
労
協
議
長　

住
野 

敏
彦
氏

◆
第
３
講
座

「
政
治
活
動
」

辻
元
清
美
準
組
織
内
国
会
議

員
秘
書

長
谷
川 

哲
也
氏

◆
第
４
講
座

「
就
業
規
則
・
労
働
協
約
で
の

労
働
基
準
法
の
基
礎
知
識
」

労
働
法
学
者　

松
岡 

二
郎
氏

◆
第
５
講
座

「
私
鉄
労
働
者
の
た
め
の
経

営
分
析
」

明
治
大
学
大
学
院
教
授　

山
口 

不
二
夫
氏

マ
イ
カ
ー
共
済
の

マ
イ
カ
ー
共
済
の

見
直
し
で

見
直
し
で

可
処
分
所
得
向
上

可
処
分
所
得
向
上

を
目
指
す

を
目
指
す

決
算
労
使
協
議
会

決
算
労
使
協
議
会
■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
1111
月月
1010
日（
木
）

日（
木
）

■
場
　
所
：

■
場
　
所
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

11
月
10
日
、
西
鉄
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
決
算
労
使
協
議
会
を

開
催
し
、
組
合
は
２
０
２
２
年

度
第
２
四
半
期
決
算
に
つ
い
て

会
社
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
第

２
四
半
期
の
連
結
業
績
は
、
売

り
上
げ
に
あ
た
る
営
業
収
益
が

２
，
５
３
５
億
円
、
営
業
利
益

が
１
１
５
億
円
、
経
常
利
益
が

１
３
１
億
円
、
四
半
期
純
利
益

が
８
７
億
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
感
染
リ
ス
ク
や
不

安
を
抱
え
な
が
ら
も
組
合
員
が

そ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
献
身

的
に
努
力
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
物
流
業
に
お
け
る

国
際
物
流
事
業
で
運
賃
原
価
の

高
止
ま
り
に
よ
る
販
売
価
格
の

増
加
や
、
運
輸
業
や
レ
ジ
ャ
ー

サ
ー
ビ
ス
業
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
前
年
同
期
か
ら
は
需
要

が
回
復
し
た
こ
と
が
要
因
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
冬

期
業
績
賞
与
の
支
給
月
数
は

２
．９
３
４
ヵ
月（
国
際
物
流
事

業
本
部
を
除
く
）、
国
際
物
流

事
業
本
部
は
３
．２
５
０
ヵ
月

と
高
い
水
準
を
獲
得
で
き
た
。

※
労
使
協
議
の
詳
細
は
「
か
べ

新
聞
第
２
号
」
参
照

組
合
員
の
献
身
的
な
努
力
な
ど
で
業
績
は
回
復

組
合
員
の
献
身
的
な
努
力
な
ど
で
業
績
は
回
復

冬
期
賞
与
も
高
水
準
で
獲
得

冬
期
賞
与
も
高
水
準
で
獲
得

受講風景

第46回中央労働学校　　第46回中央労働学校　　■開催日：11月９日（水）〜 11日（金）■開催日：11月９日（水）〜 11日（金）
■場　所：静岡県伊東市■場　所：静岡県伊東市

決算労使協議会（左が組合側）決算労使協議会（左が組合側）



家
族
会
は
11
月
11
日
（
金
）、
西
鉄

労
働
会
館
に
て
、
第
63
回
家
族
会
定

期
大
会
を
開
催
し
、
約
40
名
が
出
席
。

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針
を
決
定
す
る

な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

冒
頭
、
山
野
中
央
幹
事
長
（
柏
原
）

は
、「
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
『
ふ

れ
あ
い
交
流
会
』
で
は
、
約
５
０
０
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
喜
び
の
声
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
会
員

の
皆
様
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

企
画
し
、
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
続
い
て
、
古
賀
執
行
委
員
長
、
来

賓
の
準
組
織
内
議
員
「
佐
々
木
徹
」
福

岡
県
議
会
議
員
よ
り
挨
拶
を
受
け
た
。

佐
々
木
県
議
は
、
日
ご
ろ
の
支
援
に
謝

意
を
示
す
と
と
も
に
、「
60
年
以
上
続

く
西
鉄
労
組
の
議
席
を
守
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
く
」と
決
意
を
述
べ
た
。ま
た
、

私
鉄
総
連
組
織
内
議
員
で
あ
る
「
森
屋

隆
」
参
議
院
議
員
お
よ
び
私
鉄
総
連
準

組
織
内
議
員
で
あ
る
「
辻
元
清
美
」
参

議
院
議
員
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
披
露
さ
れ
た
。

今
年
度
も
、
西
鉄
労
組
家
族
会
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た

企
画
を
立
案
し
、
家
族
相
互
の
親
睦
交

流
を
は
か
っ
て
い
く
。【
家
族
会
事
務
局
】

10
月
30
・
31
日
、
香
川
県
高
松
市
に

お
い
て
私
鉄
漫
画
集
団
「
第
60
回
全
国

総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
漫
画
集

団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
予
防
措
置
の
規
制
緩
和
が
政

府
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
図
ら
れ
な
い
た

め
、
２
年
間
活
動
を
自
粛
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
教
宣
活
動
の
活
発
な
四
国

地
連
と
高
松
琴
平
電
鉄
労
組
の
協
力
の

も
と
に
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
小
豆
島
バ
ス
Ｏ
Ｂ
の

森 

崇
氏
に
よ
る
「
四
国
の
戦
い
と
平

和
」
と
い
う
講
演
、次
に
小
豆
島
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
に
よ
る
「
二
十
四
の
瞳
」
の
紙
芝

居
が
あ
り
、
そ
の
後
、
質
問
や
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
、
総
連
の
小
松
局
長
、
四
国

地
連
の
松
本
副
委
員
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
総
会
議
事
へ
と
移
っ
て
、
総
会
作

品
展
の
表
彰
が
あ
り
初
日
は
終
了
し
ま

し
た
。
ち
な
み
に
「
漫
画
の
部
」
で
私

た
ち
西
鉄
よ
り
、
神
宮
氏
が
佳
作
に
入

選
い
た
し
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
仲
間
た
ち
と
活
発
な
意
見
交
換

な
ど
を
お
こ
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識

や
情
報
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

翌
日
は
高
松
港
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

に
て
ス
ケ
ッ
チ
大
会
を
開
き
、
作
品
を

一
同
に
並
べ
部
員
全
員
で
評
価
し
合
い

ま
し
た
。
そ
し
て
東
武
の
上
野
事
務
局

長
の
総
括
が
あ
り
、
最
後
に
松
本
副
委

員
長
の
挨
拶
で
第
60
回
の
全
国
総
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
は
ペ
ン
と
紙

を
武
器
に
、
教
宣
活
動
の
旗
振
り
役
と

し
て
少
し
で
も
よ
り
良
い
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

【
筑
紫
乗
務　
　
岩
井
勝
紀
】

今
期
、
柏
原
分
会
の
新
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
田
邊
と
小
林
で
す
。

柏
原
営
業
所
で
は
、
周
辺
に
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い
の
で
、
他

の
営
業
所
に
な
い
特
徴
と
し
て
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
商
品
を
取
り
集
め

て
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
自

販
機
も
あ
る
の
で
す
が
、
商
品
に
は

種
類
や
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
そ

れ
以
外
の
組
合
員
の
要
望
に
な
る
べ

く
応
え
た
品
揃
え
が
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
も
組
合
員
に
寄
り

添
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
小
林
健
一
】

桧
原
営
業
所
で
は
８
月
に
コ
ロ
ナ

感
染
者
と
濃
厚
接
触
者
を
多
数
出

し
、
９
月
は
有
給
消
化
で
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
は
公
休
出
勤
の
連
続
で

休
み
も
ま
と
も
に
取
れ
な
い
よ
う
な

多
忙
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
桧
原
営
業
所
は
強
い
絆
で
結
ば

れ
て
お
り
、
組
合
員
同
士
、
互
い
に

励
ま
し
合
い
協
力
し
た
結
果
、
無
事

に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
11
月
現
在
、
充
足
率
93
％
で
、

ま
だ
ま
だ
人
員
不
足
は
続
い
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
助
け

合
っ
て
、
働
き
や
す
い
環
境
、
仲
間

意
識
が
強
い
桧
原
営
業
所
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
井
手
啓
介
】

11
月
18
日（
金
）
に
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
２
年
度
新
任
役
員
研
修
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
に
お
い

て
は
、
分
会
役
員
と
し
て
の
役
割
や

知
識
、
人
事
・
賃
金
制
度
、
共
済
制
度
、

政
治
活
動
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
、
分
会
役
員
と
し
て
の
自
覚
や

責
任
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
組
合
員
が
気
持
ち
よ
く
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
組
合

員
一
同
連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
吉
原
智
也
】

組
合
員
に
寄
り
添
っ
た

組
合
員
に
寄
り
添
っ
た

販
売
活
動

販
売
活
動柏

原
分
会

田邊（左）、小林（右）田邊（左）、小林（右）

コ
ロ
ナ
禍
、

コ
ロ
ナ
禍
、

強
い
絆
で
乗
り
切
る

強
い
絆
で
乗
り
切
る

桧
原
分
会

分
会
役
員
と
し
て
の

分
会
役
員
と
し
て
の

自
覚
や
責
任
感
じ
る

自
覚
や
責
任
感
じ
る

自
動
車
事
務
分
会

11
月
12
日
（
土
）、
連
合
福

岡
・
福
岡
地
域
協
議
会
の
列
島

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
お

こ
な
わ
れ
、
石
堂
議
長
の
挨
拶

後
、
自
動
車
部
門
の
分
会
長
が

中
心
と
な
っ
て
、
福
岡
市
博
多

区
冷
泉
公
園
周
辺
や
中
洲
地
区

で
路
上
の
ご
み
収
集
に
よ
る
美

化
活
動
で
汗
を
流
し
た
。

11
月
18
日
、
労
働
会
館
大
会
議

室
に
お
い
て
、
２
０
２
２
年
度
新

任
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

約
60
名
が
集
ま
り
、
組
合
本
部
で

は
初
め
て
の
企
画
と
な
っ
た
が
、

古
賀
執
行
委
員
長
は
挨
拶
の
中

で
、「
現
場
に
お
い
て
、
小
さ
な

こ
と
で
も
話
を
聞
い
て
く
れ
る
こ

と
が
役
員
さ
ん
の
存
在
意
義
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

組
織
・
賃
金
対
策
・
福
祉
・
政

治
に
お
け
る
分
野
で
、
役
員
と
し

て
の
必
要
な
知
識
と
役
割
、人
事
・

賃
金
制
度
、
共
済
制
度
、
政
治
・

政
策
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
講

座
は
進
み
、
最
後
は
各
部
門
に
分

か
れ
て
活
発
な
質
疑
応
答
を
交
わ

し
た
。
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家
族
会
定
期
大
会

家
族
会
定
期
大
会
■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
1111
月月
1111
日（
金
）

日（
金
）

■
場
　
所
：
西
鉄
労
働
会
館

■
場
　
所
：
西
鉄
労
働
会
館

私鉄漫画集団 第60回全国総会私鉄漫画集団 第60回全国総会
■開催日：10月30日（日）・31日（月）　　■場　所：香川県高松市■開催日：10月30日（日）・31日（月）　　■場　所：香川県高松市

福岡県議会議員選挙 準組織内候補予定者　（2023年4月施行予定）

【選挙区】福岡市東区　 【所属政党】立憲民主党（現５期）
佐々木 徹 ささきとおる

私たちの職場や生活を守るため、議会に私たちの職場や生活を守るため、議会に
私たちの声を届けてくださる議員です !私たちの声を届けてくださる議員です !

新
任
役
員
研
修
会

新
任
役
員
研
修
会

■■
開
催
日
：

開
催
日
：
1111
月月
1818
日（
金
）

日（
金
）

■
場
　
所
：
西
鉄
労
働
会
館

■
場
　
所
：
西
鉄
労
働
会
館

『 ペンと紙を武器に、『 ペンと紙を武器に、
  教宣活動の旗振り役に 』  教宣活動の旗振り役に 』

役
員
と
し
て
の

役
員
と
し
て
の

知
識
や
役
割
な
ど

知
識
や
役
割
な
ど

を
学
ぶ

を
学
ぶ

組合本部
12月スケジュール

◆５日（月）…事務局会議
◆９日（金）…医療共済幹事会
◆19日（月）…執行委員会
◆21日（水）…医療共済幹事会
◆23日（金）…中央委員会
※急遽変更となる場合
があります。
※�組合本部事務所は、
12/29㈭～ 1/3㈫
閉館致します。

列
島
ク
リ
ー
ン

列
島
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

博
多
区

博
多
区

冷
泉
公
園
周
辺
の

冷
泉
公
園
周
辺
の

清
掃
活
動
に
参
加

清
掃
活
動
に
参
加

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、西
鉄
労
組
準
組
織
内
議
員
で
あ
る「
佐
々
木
と
お
る
」

福
岡
県
議
会
議
員
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
、
数
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
今
回
は
、
２
０
２
２
年
９
月
議
会
に
お
け
る
、
地
域
公
共
交

通
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

「
佐
々
木
と
お
る
」
福
岡

「
佐
々
木
と
お
る
」
福
岡

県
議
、私
た
ち
の
職
場
を

県
議
、私
た
ち
の
職
場
を

守
る
予
算
確
保

守
る
予
算
確
保

令
和
４
年
９
月
県
議
会
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
原

油
価
格
高
騰
の
影
響
に
苦
し
む
地

域
公
共
交
通
事
業
者
に
対
す
る
事

業
継
続
支
援
と
し
て
予
算
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
、
令

和
３
年
度
に
続
く
予
算
確
保
で
、

西
鉄
グ
ル
ー
プ
も
多
額
の
支
援
金

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
企

業
の
存
続
、
私
た
ち
の
職
場
の
確

保
に
資
す
る
予
算
確
保
と
な
り
ま

し
た
。予
算
確
保
が
で
き
た
の
は
、

「
佐
々
木
と
お
る
」
県
議
が
、
私

た
ち
の
代
弁
者
と
し
て
地
域
公
共

交
通
を
維
持
す
る
必
要
性
を
行
政

に
訴
え
、
苦
境
に
あ
え
ぐ
地
域
公

共
交
通
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を

求
め
続
け
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、「
佐
々
木
と
お

る
」
県
議
は
、
私
た
ち
の
職
場
や

生
活
を
守
る
た
め
の
活
動
を
５
期

20
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
お
り
、

西
鉄
労
組
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
議
員
で
す
。
組
合
員

の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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大会風景大会風景

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス【

お
詫
び
と
訂
正
】

�

11
月
号
掲
載
の
中
央
委
員

名
簿
で
畑
山
沙
織
さ
ん
の

分
会
名
が
誤
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
柳
川
乗

務
分
会
」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

佐
々
木
と
お
る
ヒ
ス
ト
リ
ー

佐
々
木
と
お
る
ヒ
ス
ト
リ
ー
vol.1

会
員
の
声
を
聴
き
、家
族
相
互
の
親
睦
交
流
を
は
か
る

会
員
の
声
を
聴
き
、家
族
相
互
の
親
睦
交
流
を
は
か
る


